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(57)【要約】
【課題】誰もが自分の登山経験に適合する最適な登山コ
ースを極めて簡単に探すことを可能とする。
【解決手段】複数の登山コースについて各登山コースの
複数項目からなるコース内容を示すコース情報を予め記
憶しておく。複数の登山コースのうちで使用者にモデル
コースを指定させ（ＳＡ１）、モデルコース以外の他の
複数の登山コースにおけるモデルコースとの類似度を前
記コース情報に基づき項目毎に演算する（ＳＡ４，ＳＡ
５）。演算した項目毎の類似度に基づいて前記他の複数
の登山コースの前記モデルコースとの類似度を評価し（
ＳＡ７）、評価結果に基づき前記他の複数の登山コース
の中から使用者に提示する推奨コースを特定する（ＳＡ
８）。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の山の登山コースについて各登山コースの複数項目からなるコース内容を示すコー
ス情報を記憶する記憶手段と、
　前記複数の山の登山コースのうちで使用者に指定されたモデルコースを確認する確認手
段と、
　前記確認手段によって確認されたモデルコース以外の他の複数の山の登山コースにおけ
る前記モデルコースとの前記コース情報に基づいた類似度を取得する取得手段と、
　前記取得手段による取得結果に基づき前記他の複数の山の登山コースの中から使用者に
提示する推奨コースを特定する特定手段と
　を備えることを特徴とする登山情報検索装置。
【請求項２】
　前記取得手段は、前記確認手段によって確認されたモデルコース以外の他の複数の山の
登山コースにおける前記モデルコースとの類似度を、前記コース情報に基づき項目毎に演
算し取得することを特徴とする請求項１記載の登山情報検索装置。
【請求項３】
　前記特定手段は、前記取得手段によって取得された項目毎の類似度に基づいて前記他の
複数の山の登山コースの前記モデルコースとの類似度を評価し、前記推奨コースを特定す
ることを特徴とする請求項２記載の登山情報検索装置。
【請求項４】
　前記コース内容の各項目に重みを設定する重み設定手段と、
　前記取得手段によって取得された項目毎の類似度に前記重み設定手段によって設定され
た重みを係数とする重み付け計算を行う重み付け手段と
　をさらに備え、
　前記評価手段は、前記重み付け手段による重み付け計算後の項目毎の類似度に基づいて
前記他の複数の山の登山コースの中から使用者に提示する推奨コースを特定する
　ことを特徴とする請求項２記載の登山情報検索装置。
【請求項５】
　前記重み設定手段は、使用者に要求された重みを前記コース内容の各項目に設定するこ
とを特徴とする請求項４記載の登山情報検索装置。
【請求項６】
　前記推奨コースを、前記複数項目のうちで使用者に要求された項目のコース内容が使用
者により要求された条件を満たす登山コースに制限する制限手段をさらに備えたことを特
徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の登山情報検索装置。
【請求項７】
　前記コース情報は、各項目のコース内容を示す数値であり、
　前記制限手段は、前記推奨コースを、前記複数項目のうちで使用者に要求された項目の
数値が前記モデルコースにおける数値以上である登山コースに制限する
　ことを特徴とする請求項６記載の登山情報検索装置。
【請求項８】
　前記コース情報は、各項目のコース内容を示す数値であり、
　前記制限手段は、前記推奨コースを、前記複数項目のうちで使用者に要求された項目の
数値が前記モデルコースにおける数値以下である登山コースに制限する
　ことを特徴とする請求項６記載の登山情報検索装置。
【請求項９】
　複数の山の登山コースについて各登山コースの複数項目からなるコース内容を示すコー
ス情報を記憶する登山コース記憶手段と、
　前記複数の山の登山コースの各々に、他の複数の山の登山コースのうちで前記コース情
報に基づいた類似度から推奨コースとして予め評価された特定の山の登山コースを対応付
けて記憶する推奨コース記憶手段と、
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　前記複数の山の登山コースのうちで使用者に指定されたモデルコースを確認する確認手
段と、
　前記確認手段によって確認されたモデルコースに対応付けて前記推奨コース記憶手段に
記憶されている前記特定の山の登山コースを使用者に提示する提示手段と
　を備えることを特徴とする登山情報検索装置。
【請求項１０】
　複数項目からなるコース内容を示すコース情報が記憶手段に記憶されている複数の山の
登山コースのうちで使用者に指定されたモデルコースを確認する確認工程と、
　前記確認工程によって確認されたモデルコース以外の他の複数の山の登山コースにおけ
る前記モデルコースとの前記コース情報に基づいた類似度を取得する取得工程と、
　前記取得工程による取得結果に基づき前記他の複数の山の登山コースの中から使用者に
提示する推奨コースを特定する特定工程と
　を含むことを特徴とする登山情報検索方法。
【請求項１１】
　コンピュータを、
　複数項目からなるコース内容を示すコース情報が記憶手段に記憶されている複数の山の
登山コースのうちで使用者に指定されたモデルコースを確認する確認手段と、
　前記確認手段によって確認されたモデルコース以外の他の複数の山の登山コースにおけ
る前記モデルコースとの前記コース情報に基づいた類似度を取得する取得手段と、
　前記取得手段による取得結果に基づき前記他の複数の山の登山コースの中から使用者に
提示する推奨コースを特定する特定手段と
　して機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の条件にあった登山コースの検索に用いられる登山情報検索装置、登山
情報検索方法、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、登山やハイキングは非常に人気があり、初心者からベテランまで多くの人が楽し
んでいる。そのため登山に関する本やインターネットでの情報も多くある。登山する際に
は自分のレベル（体力や技術や経験等）に合った山を探す必要があるが、多くの情報の中
から自分に最適な山を探すのは大変なことである。また、初心者向きの山、中級者向きの
山、上級者向きの山というレベル分けで案内してある情報は多くあるが、これでは本当に
自分に合っているのかの判断がしにくい。
【０００３】
　これを解決とするものとして、例えばインターネット上のサービスとして、山域、体力
度、歩行時間などを指定すると、指定した条件に合う登山コースを探すことができるサー
ビスが存在する（下記非特許文献１参照）。
【０００４】
　また、これに関連する技術として、例えば下記特許文献１には、ユーザーが通常練習し
ている練習実績データと、競技大会での同一種目での成績データおよび走行路のコースの
属性に基づいて、練習用の最適走行コースを地図データベースから検索し、練習コースの
地図と成績差をユーザーに提示する技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－０７９１８３号公報
【非特許文献】
【０００６】
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【非特許文献１】"登山コース検索"、[online]、［平成２６年１月２５日検索］、株式会
社山と溪谷社、インターネット＜ＵＲＬ：http://www.yamakei-online.com/yamanavi/rou
te_search.php＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前述したインターネット上のサービスにおいては、例えばユーザーが自
分の体力や経験等に適合する登山コースを探す際には、自ら複数の条件項目を個別に設定
する必要があるため手間が掛かるという問題があった。これについては、例えば特許文献
１に記載された技術を登山コースの検索に適用すれば行なうことはできるが、その場合、
ユーザーは過去に歩いたことがある登山コース等のデータを事前に用意しておくことが不
可欠であり、誰もが簡単に所望する条件に合う登山コースを探すことができるものとはな
らないという問題がある。
【０００８】
　本発明は、かかる従来の課題に鑑みてなされたものであり、誰もが自分の登山経験に適
合する最適な登山コースを極めて簡単に探すことを可能とする登山情報検索装置、登山情
報検索方法、およびプログラム提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記課題を解決するため、第１の観点による発明においては、複数の山の登山コースに
ついて各登山コースの複数項目からなるコース内容を示すコース情報を記憶する記憶手段
と、前記複数の山の登山コースのうちで使用者に指定されたモデルコースを確認する確認
手段と、前記確認手段によって確認されたモデルコース以外の他の複数の山の登山コース
における前記モデルコースとの前記コース情報に基づいた類似度を取得する取得手段と、
前記取得手段による取得結果に基づき前記他の複数の山の登山コースの中から使用者に提
示する推奨コースを特定する特定手段とを備えることを特徴とする。
【００１０】
　また、第２の観点による発明においては、複数の山の登山コースについて各登山コース
の複数項目からなるコース内容を示すコース情報を記憶する登山コース記憶手段と、前記
複数の山の登山コースの各々に、他の複数の山の登山コースのうちで前記コース情報に基
づいた類似度から推奨コースとして予め評価された特定の山の登山コースを対応付けて記
憶する推奨コース記憶手段と、前記複数の山の登山コースのうちで使用者に指定されたモ
デルコースを確認する確認手段と、前記確認手段によって確認されたモデルコースに対応
付けて前記推奨コース記憶手段に記憶されている前記特定の山の登山コースを使用者に提
示する提示手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、誰もが自分の登山経験に適合する最適な登山コースを極めて簡単に探
すことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に係る登山情報検索システムを示す構造図である。
【図２】検索サーバーの機能ブロック図である。
【図３】コース情報の構成を示す概念図である。
【図４】登山情報検索システムの動作を示すフローチャートである。
【図５】コース内容の各項目の重みの初期値を示す図である。
【図６】項目毎の類似度、重み付け後の類似度、重み付け後の類似度の合計値の例を示し
た図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
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　以下、本発明の実施形態について説明する。図１は、本発明を適用した登山情報検索シ
ステムを示す構成図である。この登山情報検索システムは、検索サーバー１と、インター
ネット等の通信ネットワーク１００を介して検索サーバー１に接続可能なパーソナルコン
ピュータ２、スマートフォンを含む携帯電話端末３等とによって構成される。
【００１４】
　なお、以下の説明においては、図１に示したパーソナルコンピュータ２や携帯電話端末
３、及び検索サーバー１に接続可能な他の任意の電子機器を総称し情報処理端末という。
【００１５】
　検索サーバー１は、上記の情報処理端末のユーザーに対し、ユーザーの登山経験や好み
に適合する最適な登山コース（以下、推奨コースという）を提示するオンラインサービス
を提供するものである。なお、登山コースにはハイキングコースも含まれる。
【００１６】
　検索サーバー１は、例えばインターネットを用いた種々のオンラインサービスを提供す
るサーバーに求められる基本的なハードウェア構成、すなわちＣＰＵ（Central Processi
ng Unit）、各種のプログラムやデータを記憶する大容量の記憶装置等を備えている。そ
して、検索サーバー１は、ＣＰＵが所定のプログラムに従い後述する処理を行うことによ
り上記オンラインサービスを提供する。
【００１７】
　図２は、検索サーバー１が有する機能を示した機能ブロック図である。検索サーバー１
は、主として複数の山の登山コースのコース内容を示すコース情報が蓄積されたデータベ
ース１１と、管理機能部１２、類似度演算処理部１３、対象制限処理部１４、重み付け処
理部１５、合計算出処理部１６から構成される。
【００１８】
　データベース１１に蓄積されているコース情報は、前述した推奨コースの検索に際して
使用されるデータであり、具体的には、図３（ａ）に示したように、山名（山の名称）に
対応して記憶されている標高、及びコースタイムと、登山コースの特徴に関するコースの
整備状況、傾斜の緩やかさ、地面の様子、霧の出やすさ、登山者の多さ、山小屋の多さ、
景色、高山植物、動物の各項目についての内容を示すデータである。
【００１９】
　上記コース内容の項目中、「地面の様子」は岩場の割合等の歩き易さ、「登山者の多さ
」は山の人気度、「山小屋の多さ」は山小屋や休憩所等の充実度、「高山植物」や「動物
」はコース途中におけるそれらの有無である。
【００２０】
　各項目の具体的な値（項目値）は、「標高」については登山コース途中の最も高い地点
の標高であり、「コースタイム」については予め決められている目安となる時間である。
また、「コースの整備状況」～「山小屋の多さ」については、それらの内容を所定の基準
に従い１０段階で評価した１～１０のレベル値である。例えばコースの整備状況は、全く
整備されていなければ１、非常に整備されていれば１０である。また、「高山植物」や「
動物」については、それらが有れば１、無ければ０である。
【００２１】
　なお、本実施形態においては、便宜上、各山（Ａ山、Ｂ山、Ｃ山、・・・）に１つの登
山コースが存在するものとする。
【００２２】
　管理機能部１２は、ユーザー（情報処理端末）との間のデータ通信を管理する。また、
管理機能部１２は、合計算出処理部１６から供給される登山コース毎の後述する類似度の
合計値に基づき、データベース１１にコース情報が蓄積されている複数の登山コースのい
ずれかであって、ユーザーにより設定された登山コースの検索条件に応じた推奨コース、
すなわち推奨する山を決定し、それをユーザーへ通知する。
【００２３】
　上記の登山コースの検索条件には、モデルとなる山（以下、モデル山という）の登山コ
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ース（以下、モデルコースという）、後述するコース内容の項目毎の重み、検索対象とす
る登山コースの制限内容が含まれる。
【００２４】
　類似度演算処理部１３は、データベース１１に蓄積されている上記のモデルコースと他
の登山コースとの間におけるコース内容の類似度を項目毎に演算する。
【００２５】
　対象制限処理部１４は、検索対象とする登山コースの制限内容に従い、類似度演算処理
部１３が類似度の演算対象とする登山コースを制限する。
【００２６】
　重み付け処理部１５は、類似度演算処理部１３が演算した項目毎の類似度に対し、前記
項目毎の重みに従った重み付け計算を行う。
【００２７】
　合計算出処理部１６は、各々の登山コースについて各項目の重み付け計算後の値を合計
し、それをモデルコースと他の登山コースとの総合的な類似度を評価する値として管理機
能部１２へ供給する。
【００２８】
　一方、情報処理端末については、図示しないが、検索サーバー１との間の通信を可能と
する通信部や、ユーザーによる登山コースの検索条件を入力するための入力部、前述した
推奨コースの提示に供する液晶モニタ等の表示部等を備えた、情報処理端末としての一般
的な構成である。
【００２９】
　そして、本実施形態の登山情報検索システムにおいては、ユーザーが情報処理端末によ
って検索サーバー１に接続し、情報処理端末のＧＵＩ（Graphical User Interface）を用
いて登山コースの検索条件を設定することにより、情報処理端末の表示部に推奨コース（
具体的には推奨する山の名称）が表示される。
【００３０】
　図４は、ユーザーが情報処理端末によって検索サーバー１に接続した後、ユーザーに推
奨コースが提示されるまでの情報処理端末と、検索サーバー１との具体的な動作内容を示
したフローチャートである。
【００３１】
　検索サーバー１は、任意の情報処理端末からアクセスがあると、情報処理端末に対し検
索条件の設定を要求する（ステップＳＡ１）。具体的には、ユーザーに検索条件を設定さ
せるための所定の条件設定画面のデータや、データベース１１にコース情報が蓄積されて
いる複数の山の名称等のデータを情報処理端末に送信する。
【００３２】
　情報処理端末は、検索サーバー１からの要求に応じ、表示部に条件設定画面を表示し（
ステップＳＢ１）、ユーザーによる検索条件の入力処理を行う（ステップＳＢ２）。
【００３３】
　係る入力処理において情報処理端末は、ユーザーに、モデル山すなわちモデルコースを
設定させるとともに、必要に応じてコース内容の各項目の重みや、検索対象とする登山コ
ースの制限に使用する項目と制限内容とを設定させる。
【００３４】
　ここで、制限内容は２種類であり、検索対象を、そのコース内容の所定の項目の値がモ
デルコースの値以上の登山コースに制限する下限制限と、逆にモデルコースの値以下であ
る登山コースに制限する上限制限である。
【００３５】
　入力処理におけるモデル山の設定は、例えば山名を画面上に一覧表示（スクロール表示
等）して、ユーザーに任意の山名を選択させることにより行う。
【００３６】
　また、コース内容の項目の重みの設定は、項目名に対応させて予め決められている重み



(7) JP 2015-176221 A 2015.10.5

10

20

30

40

50

の初期値を画面上に表示しておき、ユーザーに、各項目の重みを所望する重みに変更させ
ることにより行う。図５は、上記初期値の例を示す図である。
【００３７】
　また、登山コースの制限内容の設定は、例えば画面上に項目名を表示しておき、所望の
項目に制限内容の種類（上限制限、又は下限制限）を指定させることにより行う。
【００３８】
　そして、情報処理端末は、ユーザーにおいて設定完了等の指示があるまで上記の入力処
理を逐次行い（ステップＳＢ３：ＮＯ）、検索条件の設定が完了すると（ステップＳＢ３
：ＹＥＳ）、検索条件の設定内容を検索サーバー１へ通知する（ステップＳＢ４）。
【００３９】
　一方、検索サーバー１は、設定内容の通知があるまで待機しており（ステップＳＡ２：
ＮＯ）、設定内容の通知があると（ステップＳＡ２：ＹＥＳ）、まず、ユーザーによって
検索対象の制限が設定されているか否か確認する（ステップＳＡ３）。
【００４０】
　ここで、検索対象の制限が設定されていない場合には（ステップＳＡ３：ＮＯ）、デー
タベース１１にコース情報が蓄積されているモデルコースを除く他の全ての山の登山コー
スを対象として、コース内容の項目毎にモデルコースとの類似度を演算する（ステップＳ
Ａ４）。
【００４１】
　その際、標高とコースタイムについては、下記の式１
　類似度　＝　１－｜Ｍ－Ｎ｜ ／ Ｍ　　　　　　　　・・・（式１）
により類似度演算し、他の項目、すなわち登山道の特徴に関する項目（コースの整備状況
～山小屋の多さ）、「高山植物」、「動物」の類似度については下記の式２
　類似度　＝　１－｜Ｍ－Ｎ｜ ／ 最大レベル値　　　・・・（式２）
により類似度を演算する。
【００４２】
　なお、上記の式１、式２において「Ｍ」はモデルコースの各項目のレベル値、「Ｎ」は
対象となる登山コースの各項目のレベル値であり、式２の最大レベル値は１０である。ま
た、演算結果（類似度）は１以下の数値である（図６参照）。なお、「高山植物」と「動
物」の類似度は１又は０のいずれかである。
【００４３】
　また、上記とは異なり、検索対象の制限が設定されている場合（ステップＳＡ３：ＹＥ
Ｓ）、検索サーバー１は、設定内容に応じた登山コースのみを対象として、つまり設定さ
れている条件に該当する登山コースのみを対象として、コース内容の項目毎にモデルコー
スとの類似度を演算する（ステップＳＡ５）。
【００４４】
　すなわち、いずれかの項目に下限制限が設定されている場合については、その項目の値
がモデルコースの値以上である登山コースのみを対象とし、各登山コースについて項目毎
にモデルコースとの類似度を演算する。
【００４５】
　また、いずれかの項目に上限制限が設定されている場合については、その項目の値がモ
デルコースの値以下である登山コースのみを対象とし、各登山コースについて項目毎にモ
デルコースとの類似度を演算する。
【００４６】
　また、ある項目に下限制限が設定され、かつ他の項目に上限制限が設定されている場合
については、当該ある項目の値がモデルコースの値以上であり、かつ上記他の項目の値が
モデルコースの値以下である登山コースのみを対象として、各登山コースについて項目毎
にモデルコースとの類似度を演算する。
【００４７】
　引き続き、検索サーバー１は、ステップＳＡ４又はステップＳＡ５の処理で得られた検
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索対象の各登山コースにおける項目毎の類似度に重み付け計算を行う（ステップＳＡ６）
。すなわち、項目毎の類似度の値に、初期値として設定されている重み（図５）、又はユ
ーザーにより設定（変更）された重みを乗算する重み付け計算を行う。
【００４８】
　次に、検索サーバー１は、検索対象の登山コース毎に重み付け計算後の類似度の値を合
計し、登山コース毎の合計値を取得する（ステップＳＡ７）。
【００４９】
　図６は、図３に示したＡ山の登山コースがモデルコースである場合において、上述した
ステップＳＡ４～ＳＡ７の処理において、各項目の重みが変更されることなく算出される
Ｂ山及びＣ山に関する項目毎の類似度、及び重み付け後の類似度、重み付け後の類似度の
合計値を示した図である。
【００５０】
　次に、検索サーバー１は、上記の合計値をモデルコースとの総合的な類似度を評価する
ための値とし、これに基づき推奨コースを複数特定する（ステップＳＡ８）。具体的には
、合計値が高い順を推奨順とし、推奨順が高位の複数（規定数）の登山コースを推奨コー
スとして決定する。
【００５１】
　しかる後、検索サーバー１は、決定した複数の推奨コースが存在する各山を推奨する山
とし、推奨順と共に情報処理端末に通知する（ステップＳＡ９）。
【００５２】
　そして、情報処理端末においては、検索サーバー１から推奨する複数の山が通知された
ら（ステップＳＢ５：ＹＥＳ）、それらの山名を前述した条件設定画面の一部や、専用の
通知画面に推奨順と共に一覧表示する（ステップＳＢ６）。すなわち、検索サーバー１に
よって検索された複数の推奨コースを推奨順と共にユーザーに提示する。
【００５３】
　以上のように本実施形態の登山情報検索システムにおいては、ユーザーが過去に歩いた
ことがある登山コースをモデルコースとして選択すると、モデルコース（モデル山）と類
似する登山コース（山）が推奨コースとして提示される。
【００５４】
　したがって、ユーザーは、自分の登山経験等に適合する登山コースを知りたい場合には
、単に過去に歩いたことがある登山コースをモデルコースとして選択するだけでよく、誰
もが自分の登山経験等に適合する最適な登山コース（山）を極めて簡単に探すことが可能
となる。
【００５５】
　また、本実施形態の登山情報検索システムにおいては、推奨コースの検索に際し、ユー
ザーの要求に応じてコース内容を構成する各項目の重みを適宜変更することにより、ユー
ザーが重視する項目のコース内容の類似性がより強く反映された登山コースが推奨コース
として検索される。よって、モデルコースと単に類似するだけでなく、ユーザーの好みに
応じたより適切な登山コースを推奨コースとしてユーザーに提示することができる。
【００５６】
　例えば、ユーザーがコースタイムや景色を重視する場合には、それを反映したより適切
な登山コースを推奨コースとしてユーザーに提示することができる。
【００５７】
　また、本実施形態の登山情報検索システムにおいては、推奨コースの検索に際し、ユー
ザーの要求に応じて検索対象となる登山コースを制限する。これによっても、単にモデル
コースと類似するだけでなく、ユーザーの好みに応じたより適切な登山コースを推奨コー
スとしてユーザーに提示することができる。
【００５８】
　したがって、例えばユーザーが「モデル山と似ていて、さらにモデル山の景色よりもい
い景色の山（登山コース）を検索したい」場合には、制限内容として「景色」に下限制限
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を設定すれば、推奨コースとして上記の条件に応じた登山コースを知ることができる。す
なわち図３に示したＡ山の登山コースがモデルコースである場合には、「景色」の項目値
が２未満のＢ山等の登山コースが除外された登山コースのみを対象として推奨コースが検
索される。
【００５９】
　また、例えばユーザーが「モデル山と似ていて、さらにモデル山よりも標高の低い山（
登山コース）を検索したい」場合には、制限内容として「標高」に上限制限を設定すれば
、推奨コースとして上記の条件に応じた登山コースを知ることができる。すなわち図３に
示したＡ山の登山コースがモデルコースである場合には、「標高」の項目値が１６００ｍ
を超えるＢ山の登山コース等が除外された登山コースのみを対象として推奨コースが検索
される。
【００６０】
　ここで、本実施形態においては、検索対象とする登山コースの制限内容として、コース
内容の所定の項目の値がモデルコースの値以上の登山コースに検索対象を制限する下限制
限と、逆にモデルコースの値以下である登山コースに検索対象を制限する上限制限とを設
定可能としたが、以下のようにしてもよい。
【００６１】
　例えば、コース内容の複数項目のうち「動物」や「高山植物」のようにコース情報とし
て記憶されている項目値が１又は０である項目については、制限内容として、係る項目の
値がユーザーに指定された値（１又は０）である登山コースに検索対象を制限する絶対制
限を設定可能としてもよい。
【００６２】
　その場合、例えばユーザーが「絶対に高山植物のある山（登山コース）を検索したい」
場合には、制限内容として「高山植物」に絶対制限を設定すれば、「高山植物」の項目値
が１であるモデル山の登山コースの中から推奨コースが提示されることにより、上記の要
求を満たす登山コースを検索することができる。
【００６３】
　また、本実施形態において図３に示したコース内容の項目はあくまでも一例に過ぎず、
コース内容の項目には適宜変更することができる。
【００６４】
　また、コース内容の項目には、具体的なコース内容を示すものに限らず、具体的なコー
ス内容から判断される、コース内容の特徴を示す項目を含めることができる。一例として
は、図３に示した「コースタイム」～「地面の様子」から判断されるコース難易度を項目
として含めることができる。
【００６５】
　コース内容の項目にコース難易度が含まれる場合には、例えばユーザーは、登ってみた
い目標となる山をモデル山として指定し、かつ制限内容として「コース難易度」に下限制
限を設定すれば、目標となる山の登山コースとして似ていて、それよりも難易度が低い山
の登山コースを知ることができる。
【００６６】
　また、本実施形態においては、推奨コースとして、モデルコースとの総合的な類似度（
重み付け後の類似度の合計値）から判断される推奨順が高位の複数の登山コースを推奨コ
ースとして推奨順と共に提示するようにしたが、総合的な類似度が最も高い登山コースの
みを推奨コースとして提示するようにしてもよい。
【００６７】
　また、本実施形態のように、複数の登山コースを推奨コースとして提示する場合におい
ては以下のようにしてもよい。例えばユーザーに重要視する特定の項目を予め設定させ、
複数の登山コースの順位付を総合的な類似度ではなく、ユーザーが設定した特定の項目の
類似度に基づき推奨順を決定し、推奨順が高位の複数の登山コースを推奨コースとして提
示するようにしてもよい。
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【００６８】
　さらに、ユーザーが設定した特定の項目の類似度に基づき推奨順を決定する場合には、
ユーザーの要求に応じて推奨順が低位の複数の登山コースを推奨コースとして提示するよ
うにしてもよい。
【００６９】
　その場合、コース内容の項目にコース難易度が含まれていれば、ユーザーにおいては以
下のことが可能となる。すなわちモデル山として自分の登ってみたい目標となる山を指定
し、「コース難易度」に下限制限を設定し、さらに順位付に使用する項目も「コース難易
度」に設定すれば、目標となる山（登山コース）へ行くまでに、無理なく体力や経験をつ
けるためには、段階的にどの山（登山コース）を踏破すればよいのかを知ることができる
。
【００７０】
　また、本実施形態では、検索サーバー１と情報処理端末とからなる登山情報検索システ
ムについて説明したが、これに限らず、本発明はパーソナルコンピュータ２や携帯電話端
末３、その他の任意の電子機器のみにおいても実現することができる。その場合には、任
意の電子機器が有する記憶手段に複数の山（登山コース）のコース情報を記憶しておき、
それらの電子機器が有するコンピュータに検索サーバー１と同様の処理を行わせればよい
。
【００７１】
　また、本実施形態では、モデル山として１つの山をユーザーに選択（指定）させるもの
について説明したが、モデル山として複数の山を選択可能とし、複数のモデル山から推奨
コースを検索できるようにすれば、例えば「モデル山Ａとモデル山Ｂの中間ぐらいの山を
検索したい」という要求に対応することができる。
【００７２】
　複数のモデル山から推奨コースを検索する場合は、例えば選択された複数の山について
コース内容毎に項目値の平均値を算出し、その平均値を用いて、他の山の登山コースのコ
ース内容の各項目の類似度を取得すればよい。また、例えば他の山の登山コースについて
、選択された各々の山の登山コースに対する類似度の評価値を個別に取得し、取得した評
価値の合計値や平均値に基づいて推奨コースを特定するようにしてもよい。
【００７３】
　また、本実施形態では、ユーザーがモデル山を選択した後に、その他の山との類似度（
評価値）を算出し、推奨コースを特定した。しかし、これとは別に、あらかじめ各山の登
山コース毎に類似度（評価値）に基づいて推奨コースを特定し、それを各山の登山コース
にそれぞれ対応付けて記憶しておき、モデル山に対応付けて記憶してある登山コース、す
なわち推奨コースをユーザーに提示するようにしてもよい。
【００７４】
　以上、本発明の実施形態、及びその変形例について説明したが、これらは本発明の作用
効果が得られる範囲内であれば適宜変更が可能であり、変更後の実施形態も特許請求の範
囲に記載された発明、及びその発明と均等の発明の範囲に含まれる。以下に、本出願の当
初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［請求項１］
　複数の山の登山コースについて各登山コースの複数項目からなるコース内容を示すコー
ス情報を記憶する記憶手段と、
　前記複数の山の登山コースのうちで使用者に指定されたモデルコースを確認する確認手
段と、
　前記確認手段によって確認されたモデルコース以外の他の複数の山の登山コースにおけ
る前記モデルコースとの前記コース情報に基づいた類似度を取得する取得手段と、
　前記取得手段による取得結果に基づき前記他の複数の山の登山コースの中から使用者に
提示する推奨コースを特定する特定手段と
　を備えることを特徴とする登山情報検索装置。
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［請求項２］
　前記取得手段は、前記確認手段によって確認されたモデルコース以外の他の複数の山の
登山コースにおける前記モデルコースとの類似度を、前記コース情報に基づき項目毎に演
算し取得することを特徴とする請求項１記載の登山情報検索装置。
［請求項３］
　前記特定手段は、前記取得手段によって取得された項目毎の類似度に基づいて前記他の
複数の山の登山コースの前記モデルコースとの類似度を評価し、前記推奨コースを特定す
ることを特徴とする請求項２記載の登山情報検索装置。
［請求項４］
　前記コース内容の各項目に重みを設定する重み設定手段と、
　前記取得手段によって取得された項目毎の類似度に前記重み設定手段によって設定され
た重みを係数とする重み付け計算を行う重み付け手段と
　をさらに備え、
　前記評価手段は、前記重み付け手段による重み付け計算後の項目毎の類似度に基づいて
前記他の複数の山の登山コースの中から使用者に提示する推奨コースを特定する
　ことを特徴とする請求項２記載の登山情報検索装置。
［請求項５］
　前記重み設定手段は、使用者に要求された重みを前記コース内容の各項目に設定するこ
とを特徴とする請求項４記載の登山情報検索装置。
［請求項６］
　前記推奨コースを、前記複数項目のうちで使用者に要求された項目のコース内容が使用
者により要求された条件を満たす登山コースに制限する制限手段をさらに備えたことを特
徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の登山情報検索装置。
［請求項７］
　前記コース情報は、各項目のコース内容を示す数値であり、
　前記制限手段は、前記推奨コースを、前記複数項目のうちで使用者に要求された項目の
数値が前記モデルコースにおける数値以上である登山コースに制限する
　ことを特徴とする請求項６記載の登山情報検索装置。
［請求項８］
　前記コース情報は、各項目のコース内容を示す数値であり、
　前記制限手段は、前記推奨コースを、前記複数項目のうちで使用者に要求された項目の
数値が前記モデルコースにおける数値以下である登山コースに制限する
　ことを特徴とする請求項６記載の登山情報検索装置。
［請求項９］
　複数の山の登山コースについて各登山コースの複数項目からなるコース内容を示すコー
ス情報を記憶する登山コース記憶手段と、
　前記複数の山の登山コースの各々に、他の複数の山の登山コースのうちで前記コース情
報に基づいた類似度から推奨コースとして予め評価された特定の山の登山コースを対応付
けて記憶する推奨コース記憶手段と、
　前記複数の山の登山コースのうちで使用者に指定されたモデルコースを確認する確認手
段と、
　前記確認手段によって確認されたモデルコースに対応付けて前記推奨コース記憶手段に
記憶されている前記特定の山の登山コースを使用者に提示する提示手段と
　を備えることを特徴とする登山情報検索装置。
［請求項１０］
　複数項目からなるコース内容を示すコース情報が記憶手段に記憶されている複数の山の
登山コースのうちで使用者に指定されたモデルコースを確認する確認工程と、
　前記確認工程によって確認されたモデルコース以外の他の複数の山の登山コースにおけ
る前記モデルコースとの前記コース情報に基づいた類似度を取得する取得工程と、
　前記取得工程による取得結果に基づき前記他の複数の山の登山コースの中から使用者に
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提示する推奨コースを特定する特定工程と
　を含むことを特徴とする登山情報検索方法。
［請求項１１］
　コンピュータを、
　複数項目からなるコース内容を示すコース情報が記憶手段に記憶されている複数の山の
登山コースのうちで使用者に指定されたモデルコースを確認する確認手段と、
　前記確認手段によって確認されたモデルコース以外の他の複数の山の登山コースにおけ
る前記モデルコースとの前記コース情報に基づいた類似度を取得する取得手段と、
　前記取得手段による取得結果に基づき前記他の複数の山の登山コースの中から使用者に
提示する推奨コースを特定する特定手段と
　して機能させることを特徴とするプログラム。
【符号の説明】
【００７５】
　１　　検索サーバー
　２　　パーソナルコンピュータ
　３　　スマートフォン
　１１　　データベース
　１２　　管理機能部
　１３　　類似度演算処理部
　１４　　対象制限処理部
　１５　　重み付け処理部
　１６　　合計算出処理部
　１００　　通信ネットワーク

【図１】 【図２】
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